




 
 

 

はじめに 

 

 

 「豊予海峡ルート」は、大分県佐賀関半島と四国の愛媛県佐田岬半島を隔てる約１４キロ

メートルの豊予海峡に道路や鉄道をトンネルや橋梁で結ぼうとするものであり、昭和４４年

に新全国総合開発計画が制定されて以来、九州と四国を結ぶ新太平洋国土軸に位置づけられ、

実現化に向けた検討・議論が行われておりましたが、昨今の社会経済情勢や、国・地方の厳

しい財政状況の中で、整備に向けた具体的な動きがないのが現状であります。 

 

しかしながら、この豊予海峡ルートが整備されますと、九州と四国のみならず中国地方の

海峡部を結ぶ基幹的な交通ネットワークが形成され、東京・名古屋・大阪といった大都市と

も短時間で結ばれることになり、地方拠点の形成強化やリダンダンシーの確保、観光需要の

拡大、地域産業の発展、地方移住の促進など、多くの効果が期待されます。また、人々が新

たな多様な生き方・働き方を選択できる国土形成が図られます。 

 

 こうしたことから、本市では、平成２８年から豊予海峡ルートの実現に向けて様々な調査

研究を行ってまいりました。その結果、豊予海峡ルートはトンネルでも橋梁でも技術的に可

能であることはもちろんのこと、整備によって様々な効果が生まれることが確認されました。 

具体的には、大分・松山間が鉄道の場合、現在３時間５８分を要しているのが３８分で到

達出来る等の時間短縮効果、Ｂ/Ｃが１を超える高い費用便益効果、全国への毎年１,１００

億円を超える経済波及効果、さらには災害時の旅客、物流におけるリダンダンシー効果等で

す。これらの結果は、大分県や愛媛県、九州や四国、さらには我が国全体の飛躍的な発展に

も繋がりますことから、豊予海峡ルートが整備される意義は非常に大きいと考えております。 

 

 また、現段階においては、豊予海峡ルートの実現のためには、機運の醸成を図る事も非常

に重要でありますことから、本市では、調査研究の他にも様々な取組を進めております。 

具体的には、市民の皆さまに対しては、これまで２回シンポジウムを開催し、豊予海峡ル

ートの意義等について広く周知を図りました。また、行政間におきましては、大分県内の自

治体や豊予海峡を挟んだ対岸の愛媛県内の自治体との相互交流を推進しており、豊予海峡ル

ート実現に関する勉強会にも参加していただくなど、両地域を一体として振興しようという

機運も高まっております。今後はさらに、九州・四国の各自治体とも連携を図ってまいりた

いと考えているところです。一方、経済界等におきましても、日本青年会議所 国家グルー

プ国土強靭化委員会が、令和２年の取組として豊予海峡ルート早期整備に向けた活動を行う

とともに、同会議所大分ブロック協議会と本市の共催による豊予海峡ルート構想の周知を目

的としたシンポジウムが開催されるなど、市民・行政・民間の三者における豊予海峡ルート

実現に向けた取組が活発になって来ているところです。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                  

 

 

 

 

 


